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上
期
実
績
の
報
告
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
は
、
お
か
ら
く
第
６
次

３
ヵ
年
計
画
の
最
終
年
度
に
当
た
る
。
ま

た
改
正
畜
安
法
は
３
年
目
を
迎
え
、
一
部

の
地
域
で
は
混
乱
も
生
じ
改
正
畜
安
法
の

問
題
点
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
今
年
度

上
期
は
、
昨
年
度
末
か
ら
流
行
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
大
流
行
に
よ

り
、
世
界
的
規
模
で
経
済
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
酪
農
乳
業
で
も
３
月
初
め
か
ら

の
自
粛
要
請
に
よ
る
学
乳
停
止
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
の
落
ち
込
み
に
よ
り
乳
製
品

の
在
庫
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
飲
用
需
要
は
巣
籠
り
需
要
に
よ
り
、

堅
調
に
推
移
し
、
生
乳
需
給
は
ひ
っ
迫
し

た
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ

ン
、
治
療
薬
は
開
発
途
上
で
あ
り
、
終
息

の
目
途
は
立
た
ず
、
引
き
続
き
感
染
防
止

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
発
生
す
る
自
然
災
害
に
よ
る
酪
農
産
業

へ
の
災
害
と
損
失
に
対
し
、
継
続
し
て
リ

ス
ク
回
避
、
減
災
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
組
合
の
生
乳
生
産
は
大
型
農
家
の
規

模
拡
大
と
合
わ
せ
家
族
型
農
家
の
意
欲
も

あ
り
、
上
期
６
戸
の
廃
業
に
も
関
わ
ら

ず
、
生
乳
生
産
は
前
年
比
１
１
０
・
６
％

計
画
比
１
０
６
・
２
％
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
今
夏
は
記
録
的
猛
暑
と
な
り
、
多
く

の
廃
用
牛
や
病
畜
が
発
生
し
、
生
乳
生
産

は
大
き
く
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
９
月
上

旬
に
は
回
復
基
調
と
な
り
、
下
期
に
向
け

て
順
調
な
生
乳
生
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
末
に
は
、
株
式
会
社
明
治

岡
山
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
配
乳
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
中
国
生
乳
販
連
の
努
力
に
よ

り
閉
鎖
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
有
利
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
期
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
乳
質
改
善

に
取
り
組
み
今
年
度
事
業
計
画

　

○
生
乳
生
産
量　
　

９
２
，０
０
０
ｔ

　

○
購
買
取
扱
数
量　

６
６
，７
０
０
ｔ

　

○
流
通
取
扱
数
量　
　

８
，８
５
０
頭

の
達
成
に
向
け
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
役
職
員
一
丸
と
な
り
事
業
展

開
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

以
下
に
上
期
の
事
業
実
績
の
概
要
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

１
．販
売
事
業

　

生
乳
取
扱
計
画
数
量
は
、
９
２
，

０
０
０
ｔ
に
対
し
、
上
期
実
績
は
４
９
，

２
５
６
ｔ
（
進
捗
率
53
・
５
％
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

生
乳
販
売
高
は
、
補
給
金
を
含
め

58
億
３
，１
５
９
万
円
で
し
た
。
プ
ー

ル
乳
価
は
昨
年
上
期
と
比
較
し
て
０
・

56
円
／
㎏
高
と
な
り
ま
し
た
。
年
間
利

令和２年度上期事業実績
（単位：円、※は税引前当期利益）

収　　益 費　　用 利　　益 損益年間計画 計画比（％）
販 売 事 業 565,825,385 358,599,866 207,225,519 366,398,000 56.6

購 買 事 業 1,948,431,738 1,908,141,486 40,290,252 92,100,000 43.7

乳 牛 流 通 事 業 1,126,468,076 1,108,373,003 18,095,073 31,052,000 58.3

育 成 牧 場 事 業 10,392,981 10,070,521 322,460 650,864 49.5

生 産 支 援 事 業 29,726,777 25,909,379 3,817,398 △ 2,930,000 130.3

農 地 供 給 事 業 428,836 405,459 23,377 39,577 59.1

酪 農 ヘ ル パ ー 事 業 47,592,350 43,799,648 3,792,702 1,992,000 190.4

改 良 登 録 事 業 3,766,573 2,636,124 1,130,449 3,000,000 37.7

凍 結 精 液 事 業 49,352,370 45,812,696 3,539,674 7,500,000 47.2

牛 群 検 定 事 業 17,837,730 17,107,936 729,794 3,981,600 18.3

診 療 事 業 80,336,059 61,062,946 19,273,113 29,200,000 66.0

受 精 卵 移 植 事 業 14,363,295 12,295,860 2,067,435 5,270,000 39.2

経 営 支 援 事 業 0 0 0 0

事 業 管 理 費 248,422,965 △ 248,422,965 △ 509,679,400 48.7

そ の 他 28,739,098 9,526,325 19,212,773 20,732,000 92.7

合　　　計 3,923,261,268 3,852,164,214 ※ 71,097,054 ※ 49,306,641 144.2
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益
計
画
３
億
６
，６
３
９
万
円
に
対
し
、

２
億
７
２
２
万
円
（
計
画
比
56
・
６
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

２
．購
買
事
業

　

購
買
取
扱
計
画
数
量
は
、
６
６
，

７
０
０
ｔ
、
供
給
高
38
億
７
５
０
万
円

に
対
し
、
上
期
実
績
は
数
量
で
３
３
，

７
７
０
ｔ
（
計
画
比
50
・
６
％
）、
供
給

高
で
19
億
２
，２
８
０
万
円
（
計
画
比

50
・
５
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
益
は
年
間
計
画
９
，２
１
０
万
円
に

対
し
、
４
，
０
２
９
万
円
（
計
画
比
43
・

７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．流
通
・
育
成
牧
場
事
業

　

流
通
取
扱
計
画
頭
数
は
、
８
，８
５
０

頭
、
金
額
で
25
億
８
０
８
万
円
に
対
し
、

頭
数
で
４
，６
８
３
頭
（
計
画
比
52
・

９
％
）、金
額
で
11
億
１
，９
２
７
万
円
（
計

画
比
44
・
６
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
年
間

利
益
計
画
３
，１
０
５
万
円
に
対
し
、１
，

８
０
９
万
円
（
計
画
比
58
・
３
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

育
成
牧
場
事
業
は
、
年
間
利
益
計
画

65
万
円
に
対
し
、
32
万
円
（
計
画
比
49
・

５
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

４
．生
産
支
援
事
業

　

生
産
支
援
事
業
収
入
の
主
体
は
、
戸
数

割
・
乳
量
割
賦
課
金
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
営
農
改
善
事
業
、
乳
牛
改
良
推
進
収

入
を
含
め
た
上
期
収
入
合
計
は
、
２
，

９
７
２
万
円
（
計
画
比
27
・
７
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

費
用
と
し
て
は
、
各
活
動
組
織
へ
の

助
成
や
負
担
金
な
ど
の
組
織
活
動
費
が

４
３
１
万
円
（
計
画
比
41
・
６
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

営
農
改
善
事
業
費
は
、
２
，０
３
２
万

円
、
う
ち
乳
質
改
善
費
２
５
３
万
円
、
自

家
生
産
牛
助
成
７
５
７
万
円
、
搾
乳
牛
更

新
対
策
費
３
６
６
万
円
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業

対
策
費
３
０
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

費
用
合
計
は
、
２
，５
９
０
万
円
（
計

画
比
23
・
５
％
）
と
な
り
、
上
期
の
収
支

差
額
は
３
８
１
万
円
の
プ
ラ
ス
と
な
り
ま

し
た
。

５
．農
地
供
給
事
業

　

年
間
利
益
計
画
に
対
し
、
59
・
１
％
の

進
捗
率
と
な
り
ま
し
た
。

６
．酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業

　

利
用
組
合
員
は
１
７
１
戸
、
総
利
用
日

数
は
２
，３
３
３
・
５
日
で
一
戸
平
均
13
・

６
日
の
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

専
任
ヘ
ル
パ
ー
職
員
は
14
名
で
、
１
名

平
均
１
３
２
・
０
日
の
出
役
日
数
と
な
り

ま
し
た
。
臨
時
ヘ
ル
パ
ー
職
員
12
名
の
出

役
日
数
は
総
利
用
日
数
の
21
・
０
％
に
当

た
る
４
８
９
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
期
収
支
は
３
７
９
万
円
の
プ
ラ
ス
と

な
り
ま
し
た
。

７
．牛
群
検
定
事
業

　

牛
群
検
定
は
、
月
平
均
１
５
１
・
６
戸

（
計
画
比
51
・
１
％
）、検
定
頭
数
は
、６
，

４
０
０
・
３
頭
（
検
定
率
52
・
１
％
）
と

な
り
ま
し
た
。
牛
群
検
定
事
業
の
差
引
利

益
は
72
万
円
（
計
画
比
18
・
３
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

８
．改
良
登
録
事
業

　

上
期
の
血
統
登
録
件
数
は
、
一
般
、
自

動
を
合
わ
せ
て
８
３
０
件
、
移
動
・
Ｄ
Ｎ

Ａ
検
査
・
再
交
付
等
は
１
４
３
件
と
な

り
、
上
期
の
件
数
は
９
７
３
件
（
計
画
比

44
・
２
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
改
良
登
録

事
業
の
差
引
利
益
は
１
１
３
万
円
（
計
画

比
37
・
７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

９
．凍
結
精
液
事
業

　

精
液
取
扱
本
数
は
、
１
３
，３
３
９
本

（
計
画
比
59
・
３
％
）、
そ
の
う
ち
乳
牛

選
別
精
液
１
，
５
２
９
本
を
取
り
扱
い
ま

し
た
。
凍
結
精
液
事
業
の
差
引
利
益
は

３
５
３
万
円
（
計
画
比
47
・
２
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

10
．診
療
事
業

　

診
療
件
数
は
、
３
，９
１
０
件
（
計
画

比
71
・
１
％
）
で
し
た
。
差
引
利
益
は
直

売
薬
品
の
斡
旋
等
を
含
め
１
，９
２
７
万

円
（
計
画
比
66
・
０
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

11
．受
精
卵
移
植
事
業

　

受
精
卵
移
植
事
業
は
、
受
精
卵
移
植
件

数
２
３
５
件
で
、
差
引
利
益
は
受
精
卵
販

売
等
を
含
め
２
０
６
万
円
（
計
画
比
39
・

２
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

12
．経
営
支
援
事
業

　

国
の
助
成
事
業
「
中
小
酪
農
経
営
等
生

産
基
盤
維
持
・
強
化
対
策
事
業
」「
畜
産
・

酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事
業

（
機
械
導
入
事
業
）」「
労
働
負
担
軽
減
事

業
」「
生
産
基
盤
拡
大
加
速
化
事
業
（
乳

用
牛
）」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

13
．経　

理

　

上
期
の
貸
出
金
残
高
は
、
証
書
貸
出
金

他
１
億
４
，７
２
５
万
円
で
昨
年
度
同
期

に
比
べ
８
，０
１
５
万
円
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　

年
間
利
益
計
画
４
２
９
万
円
に
対
し
、

差
引
利
益
13
万
円
（
計
画
比
３
・
１
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

14
．事
業
管
理
費

　

本
年
度
計
画
５
億
９
６
７
万
円
に
対

し
、
２
億
４
，８
４
２
万
円
（
計
画
比

48
・
７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
人
件
費
に

つ
い
て
は
、
１
億
９
，３
７
０
万
円
（
計

画
比
51
・
１
％
）
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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令
和
２
年
度「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
岡
山
県
大
会
」開
催

　

10
月
17
日
、「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
岡
山
県
大
会
（
岡
山
県
酪

農
乳
業
協
会
主
催
）」
が
、
岡
山
市
南
区

浦
安
本
町
（
公
財
）
岡
山
県
学
校
給
食
会

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
牛
乳
・
乳

製
品
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
県

下
の
高
校
生
以
上
を
対
象
に
毎
年
開
催
し

て
お
り
、
今
大
会
が
第
41
回
目
と
な
り
ま

す
。
応
募
作
品
数
は
６
４
１
点
（
昨
年
度

６
３
４
点
）
で
し
た
。

　

応
募
の
中
か
ら
、
９
月
25
日
の
書
類
審

査
で
選
考
さ
れ
た
10
名
が
出
場
し
、
１
時

間
の
制
限
時
間
内
で
、
牛
乳
・
バ
タ
ー
・

生
ク
リ
ー
ム
・
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
使
い
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
と
て
も
美
味
し
い
オ
リ

ジ
ナ
ル
料
理
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
政
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

校
長　

政
木
信
昭
先
生
、
岡
山
県
学
校
給

食
会　

香
山
治
美
先
生
、
岡
山
県
栄
養
士

会　

坂
本
八
千
代
先
生
、
岡
山
県
学
校
栄

養
士
会　

仲
村
み
ゆ
き
先
生
の
４
名
が
味

や
普
及
性
、
独
創
性
を
基
準
に
行
い
ま
し

た
。

　

厳
選
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に

は
、
岡
山
県
立
倉
敷
鷲
羽
高
等
学
校
２
年

　

井
上
由
理
さ
ん
の
『
パ
プ
リ
カ
と
ズ
ッ

キ
ー
ニ
が
入
っ
た
サ
バ
の
ミ
ル
ク
味
噌

煮
』、
優
秀
賞
は
、
岡
山
県
立
倉
敷
中
央

高
等
学
校
３
年　

大
谷
郁
さ
ん
の
『
な
ん

ち
ゃ
っ
て　

ク
リ
ー
ミ
ー
エ
ビ
フ
ラ
イ
』

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
お
二
人
は
、
11
月
14

日
の
中
国
大
会
へ
出
場
さ
れ
ま
す
。

（
事
務
局　

生
乳
課
）

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

岡
山
県
大
会
」
受
賞
者

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

・
岡
山
県
立
倉
敷
鷲
羽
高
等
学
校
２
年

井
上　

由
理

　
　

パ
プ
リ
カ
と
ズ
ッ
キ
ー
ニ
が
入
っ
た

サ
バ
の
ミ
ル
ク
味
噌
煮

優
秀
賞

・
岡
山
県
立
倉
敷
中
央
高
等
学
校
３
年

大
谷　
　

郁

　
　

な
ん
ち
ゃ
っ
て

ク
リ
ー
ミ
ー
エ
ビ
フ
ラ
イ

優
良
賞

・
岡
山
県
立
津
山
東
高
等
学
校
３
年

牧
原
直
太
朗

　
　

ミ
ル
く
ず
豆
腐
のト

マ
ト
ソ
ー
ス
が
け

・
岡
山
県
立
津
山
東
高
等
学
校
２
年

宮
川　

愛
斗

　
　

す
し
あ
げ
の
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ

・
岡
山
県
立
倉
敷
中
央
高
等
学
校
３
年

福
井　

美
帆

　
　

れ
ん
こ
ん
た
っ
ぷ
り
！

ピ
リ
辛
つ
く
ね
の
ミ
ル
ク
煮

・
岡
山
県
立
高
梁
高
等
学
校
２
年

上
山
友
貴
美

　
　

ビ
ッ
ク
リ
ま
ん

・
岡
山
県
立
総
社
高
等
学
校
２
年

相
原　

芽
依

　
　

ほ
う
れ
ん
草
と
か
に
入
り

ミ
ル
ク
あ
ん
か
け
チ
ャ
ー
ハ
ン

・
岡
山
県
立
興
陽
高
等
学
校
３
年

西
森　

麗
乃

　
　

み
る
く
き
つ
ね
丼

・
岡
山
県
立
瀬
戸
南
高
等
学
校
２
年

藤
田　

祐
佳

　
　

ミ
ル
ク
あ
ん
パ
ン

・
岡
山
県
立
岡
山
南
高
等
学
校
２
年

松
本　

知
紗

　
　

ミ
ル
ク
チ
ー
ズ
入
り
た
こ
や
き

受賞者の皆さんと審査員の先生方
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Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
コ
ラ
ム「
哺
育
期
の
管
理
に
つ
い
て
」

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

大
阪
支
所　

中
四
国
事
務
所　

亀
岡　

祐
斗

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

長
く
辛
い
暑
熱
期
も
今
や
昔
の
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ
分
娩
が

多
い
な
か
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
気
温
が
低

下
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
不
安
も
残

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
改
め
て
、
哺
育
期
の
管
理
に
つ

い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま

す
。

◆
出
生
時

①
呼
吸
の
管
理

　

生
ま
れ
た
直
後
必
ず
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。呼
吸
が
な
い
場
合
、胸
部
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
蘇
生
法
を
試
し
て
く
だ
さ
い
。

　

出
生
直
後
の
状
態
ス
コ
ア
シ
ー
ト
（
酪

農
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
９
の
付
属
資
料
）
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
消
毒

　

臍（
へ
そ
）と
そ
の
周
辺
を
７
％
の
ポ
ピ

ド
ン
ヨ
ー
ド
（
イ
ソ
ジ
ン
）
で
徹
底
的
に

消
毒
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
細
菌
が
臍
帯
部

か
ら
体
内
に
侵
入
す
る
と
疾
病
リ
ス
ク
が

一
気
に
高
ま
る
た
め
、消
毒
は
重
要
で
す
。

③
羊
水
の
拭
き
取
り
と
、
体
を
乾
か
す

　

健
康
な
状
態
で
生
ま
れ
て
き
た
子
牛
で

も
出
生
直
後
に
体
温
が
１
℃
さ
が
り
、

難
産
で
生
ま
れ
て
き
た
子
牛
は
体
温
が

３
℃
以
上
さ
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（D
avis and D

rackley, 1998

）
羊
水

で
濡
れ
て
い
る
体
で
は
特
に
顕
著
で
、
特

に
寒
冷
期
で
は
子
牛
の
生
命
に
係
わ
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
出
生
後
は
直
ぐ
に

清
潔
な
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
で
羊
水
を
拭
き

取
り
、
体
を
乾
か
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

拭
き
取
る
行
為
に
よ
っ
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
効

果
に
よ
る
血
流
の
向
上
や
胎
便
排
泄
を
促

す
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

④
カ
ー
フ
ハ
ッ
チ
や
子
牛
ペ
ン
へ
の
移
動

　

子
牛
は
、
免
疫
抗
体
を
持
た
ず
に
生
ま

れ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
母
牛
と
同
じ

空
間
に
長
時
間
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雑

菌
に
曝
さ
れ
て
し
ま
う
確
率
が
高
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
病
原
性
の
雑
菌
が
腸
内

へ
侵
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
初
乳
抗
体
の

吸
収
効
率
が
低
下
し
て
し
ま
う
こ
と
も
懸

念
さ
れ
ま
す
の
で
、
上
記
の
３
つ
の
作
業

が
終
了
し
た
時
点
で
、
清
潔
で
乾
燥
し
た

カ
ー
フ
ハ
ッ
チ
や
子
牛
ペ
ン
に
移
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

⑤
初
乳
の
給
与

　

免
疫
抗
体
を
持
た
ず
に
生
ま
れ
て
く
る

子
牛
は
、初
乳
か
ら
抗
体
（
主
に
Ｉ
ｇ
Ｇ
）

を
吸
収
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
出
生

直
後
、
子
牛
の
小
腸
は
抗
体
を
そ
の
ま
ま

の
形
で
（
消
化
せ
ず
に
）
吸
収
す
る
能
力

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
吸

収
能
力
は
時
間
が
経
つ
に
従
っ
て
低
下
し

て
い
き
、
生
後
24
時
間
経
過
す
る
と
、
そ

の
能
力
は
殆
ど
消
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。

新
生
子
牛
の
免
疫
機
能
は
初
乳
に
含
ま
れ

る
免
疫
抗
体
に
大
き
く
依
存
し
て
い
ま
す
。

初
乳
計
や
糖
度
計
を
使
用
し
て
初
乳
の
質

を
確
認
し
、
免
疫
抗
体
を
多
く
含
ん
だ
良

質
な
初
乳
（
初
乳
１
㎖
当
た
り
、
Ｉ
ｇ
Ｇ

50
㎎
以
上
）
を
出
生
後
で
き
る
限
り
早
く

十
分
量
飲
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

初
乳
は
子
牛
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
る
一
方
、
病
原
菌
類
の
感
染
源

に
も
な
り
得
ま
す
。
衛
生
的
な
環
境
で
の

搾
乳
・
保
管
や
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ザ
ー
の
活

用
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
て
く
だ
さ

い
。
も
し
も
初
乳
の
品
質
に
問
題
が
あ
り

そ
う
な
場
合
は
、
代
用
初
乳
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い
（
全
酪
連
で
は
代
用
初
乳
粉
末

「
グ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
プ
レ
ミ
ア
ム
」
を

扱
っ
て
お
り
ま
す
）。

離
乳
ま
で
の
管
理

①
初
乳
か
ら
の
移
行

　

代
用
乳
へ
の
移
行
は
２
日
か
ら
３
日
か

け
て
行
い
ま
し
ょ
う
。
ミ
ル
ク
に
含
ま
れ

る
脂
肪
や
乳
糖
の
急
激
な
濃
度
変
化
は
消

化
性
の
軟
便
や
下
痢
を
招
く
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。
初
乳
（
ま
た
は
移
行
乳
）
と
代
用

乳
を
混
ぜ
、
徐
々
に
割
合
を
変
え
な
が
ら

切
り
替
え
を
行
う
方
法
が
理
想
的
で
す
。

②
水
・
ス
タ
ー
タ
ー
給
与

　

水
は
常
に
新
鮮
な
物
を
飲
め
る
よ
う
に

し
て
お
き
、
ス
タ
ー
タ
ー
は
、
生
後
３
日

目
頃
慣
ら
し
給
与
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

哺
乳
期
間
中
の
子
牛
は
、
栄
養
の
大
半
を

代
用
乳
（
ま
た
は
全
乳
）
に
依
存
し
て
い

ま
す
。
給
与
開
始
後
し
ば
ら
く
の
間
、
採

食
量
が
少
量
で
も
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
タ
ー
タ
ー
は
、
子
牛
の
栄
養
源
で
も
あ

り
ま
す
が
、
第
１
胃
内
の
微
生
物
が
増

殖
す
る
た
め
の
栄
養
源
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
給
与
は
不
可
欠
で
す
。
離
乳
移
行

期
に
差
し
掛
か
る
頃
か
ら
は
、
採
食
量
が

し
っ
か
り
と
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
の
給
与
は
必
要
で
す
。
常
に
水
を
飲

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た
ス
タ
ー

タ
ー
採
食
量
の
上
昇
が
期
待
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
哺
乳
後
30
分
は
水
の
給
与
を
控

え
て
く
だ
さ
い
。
子
牛
は
ミ
ル
ク
を
飲
む

と
、
第
２
胃
溝
（
食
道
溝
）
を
反
射
的
に

閉
じ
（
食
道
溝
反
射
）、
ミ
ル
ク
が
流
入

し
な
い
よ
う
に
第
１
胃
へ
蓋
を
し
ま
す
。

こ
の
食
道
溝
反
射
は
哺
乳
後
約
30
分
は
継

続
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
哺
乳
直
後
に
水
を
飲
ん
で
し
ま
う

と
、
第
４
胃
内
で
ミ
ル
ク
の
濃
度
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
未
消
化
の
ミ
ル
ク

が
下
部
消
化
管
へ
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
り
と
、
消
化
性
の
下
痢
を
引
き
起
こ
す

要
因
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
水

は
哺
乳
後
最
低
30
分
置
い
て
か
ら
給
与
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
与
え
る

水
は
冷
た
く
す
る
こ
と
で
ミ
ル
ク
と
の
差
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別
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

③
乾
草
給
与

　

哺
育
期
間
中
の
子
牛
へ
の
乾
草
の
給
与

は
、
栄
養
学
上
は
必
要
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
乾
草
は
、
ル
ー
メ
ン
の
大
き
さ
と

筋
肉
を
発
達
さ
せ
ま
す
が
、
栄
養
吸
収
に

必
要
な
絨
毛
の
発
達
は
促
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
限
ら
れ
た
ル
ー
メ
ン
の
大
き
さ
の
中

で
必
要
な
栄
養
を
摂
る
た
め
に
は
、
乾
草

で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
ま
す
。

離
乳
時
の
管
理

①
離
乳
時
期
（
強
化
哺
育
Ⓡ
で
管
理
さ
れ

る
場
合
）

　

哺
育
40
日
齢
以
降
の
１
日
の
ス
タ
ー

タ
ー
採
食
量
が
約
３
０
０
ｇ
か
ら
５
０
０

ｇ
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
、
離
乳
移
行
に

入
る
目
安
に
な
り
ま
す
。
離
乳
時
に
は
継

続
的
に
ス
タ
ー
タ
ー
を
１
㎏
／
日
以
上
採

食
で
き
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
哺

乳
量
を
朝
晩
２
ℓ
ず
つ
制
限
し
て
管
理
し

て
い
る
場
合
は
、
３
日
連
続
で
ス
タ
ー

タ
ー
を
１
㎏
以
上
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
離
乳
の
目
安
と
な
り
ま
す
）

　

た
だ
、
ス
タ
ー
タ
ー
の
採
食
量
が
上

が
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
早
期
に
離
乳
移

行
に
入
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
36
日
齢
で
離
乳
移
行
に
入
っ
た

子
牛
と
、
40
日
齢
以
降
に
離
乳
段
階
に

入
っ
た
子
牛
と
で
は
、
ス
タ
ー
タ
ー
の
利

用
効
率
に
有
意
な
差
が
あ
っ
た
と
の
報
告

も
あ
り
ま
す
。（Eckert et al., 2015

）

第
１
胃
機
能
の
発
達
に
は
、
１
日
約
50
ｇ

（
熱
発
生
源
）に
対
し
て
体
の
表
面
積（
放

熱
面
積
）
が
大
き
い
若
齢
子
牛
は
、
環
境

温
度
が
20
℃
以
下
に
な
る
と
基
礎
代
謝
を

上
げ
て
体
温
を
維
持
す
る
必
要
が
出
て
き

ま
す
。
寒
冷
期
に
保
温
対
策
が
し
っ
か
り

と
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
寒
冷
ス
ト
レ
ス

を
受
け
、
栄
養
失
調
に
よ
る
下
痢
や
肺
炎

な
ど
の
疾
病
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

☆
寒
冷
ス
ト
レ
ス
下
に
お
い
て
、
子
牛
が

衰
弱
・
死
亡
す
る
ま
で
の
過
程（
例
）☆

①
寒
冷
ス
ト
レ
ス
の
下
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

不
足
し
体
脂
肪
を
使
い
果
た
す

②
病
気
感
染
、
発
熱
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
さ

ら
に
消
費

③
体
蛋
白
（
最
後
の
栄
養
素
）
を
分
解
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る

④
生
命
活
動
維
持
の
難
化

　

寒
い
季
節
も
栄
養
の
生
体
維
持
要
求
量

を
充
足
さ
せ
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
発
育

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

寒
冷
期
は
哺
乳
量
を
増
や
す
必
要
が
あ

り
、
気
温
が
10
℃
低
下
す
る
ご
と
に
哺
乳

量
（
粉
体
量
で
は
な
く
、
溶
解
後
の
ミ
ル

ク
）
を
10
％
増
や
し
て
管
理
し
ま
す
。
し

か
し
、
要
求
量
は
増
え
て
も
一
度
に
飲
め

る
量
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
飲
ま
せ

る
た
め
に
は
回
数
を
増
や
す
必
要
が
あ

り
、
手
間
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た
り
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
せ
た
り
な
ど
の
保
温
対
策
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

の
ス
タ
ー
タ
ー
摂
取
が
必
要
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。（
齋
藤, 2012

）
ま
た
、
離
乳
後

も
哺
育
期
間
中
と
同
等
の
日
増
体（
Ｄ
Ｇ
）

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
代
用
乳
の
最
大

粉
体
給
与
量
（
強
化
哺
育
Ⓡ
の
場
合
、１
・

２
㎏
／
日
）
の
約
１
・
８
倍
量
の
ス
タ
ー

タ
ー
を
摂
取
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。（
全
酪
連 

酪
農
セ
ミ
ナ
ー

2017

）

②
離
乳
方
法

　

離
乳
移
行
期
の
急
激
な
哺
乳
量
の
減
少

は
、
ス
タ
ー
タ
ー
の
採
食
量
が
追
い
付
か

な
か
っ
た
り
、
極
端
な
採
食
量
の
上
昇
に

よ
る
ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
や
鼓
腸
症

の
リ
ス
ク
が
増
し
た
り
と
、
子
牛
は
離
乳

ス
ト
レ
ス
を
大
き
く
受
け
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
リ
ス
ク
を
低
減

さ
せ
る
た
め
に
、
漸
減
離
乳
（
段
階
的
に

哺
乳
量
を
減
ら
し
て
い
く
方
法
）
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。
離
乳
移
行
期
は
最
低
で

も
２
週
間
以
上
取
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

こ
の
間
に
ス
タ
ー
タ
ー
採
食
量
の
上
昇
が

思
わ
し
く
な
い
子
牛
は
、
哺
乳
期
間
の
延

長
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
前
記
で
も
ご

説
明
し
ま
し
た
が
、
ス
タ
ー
タ
ー
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
効
率
は
、
代
用
乳
粉
体
の
約

60
％
か
ら
70
％
で
す
。
そ
の
た
め
、
離
乳

時
の
ス
タ
ー
タ
ー
採
食
量
が
低
い
子
牛

は
、
離
乳
後
の
発
育
が
鈍
化
し
て
し
ま
い

ま
す
。

寒
冷
ス
ト
レ
ス

　

寒
さ
は
子
牛
の
天
敵
で
す
。
体
の
体
積

　

全
酪
連
で
も
、
子
牛
用
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

（
モ
ー
ベ
ス
ト
）
な
ど
の
寒
冷
対
策
製
品

を
扱
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
全

酪
連
ス
タ
ッ
フ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

暖
か
く
保
ち
、
ミ
ル
ク
を

た
く
さ
ん
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
！

最
後
に

　

こ
こ
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
子
牛
に
つ
い
て
補
足
事
項
を

ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

子
牛
の
デ
ベ
ソ

　

い
わ
ゆ
る
子
牛
の
デ
ベ
ソ
に
は
、
い
く

つ
か
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　

1
つ
は
『
臍
帯
炎
』
で
、
分
娩
時
、
あ

る
い
は
そ
の
後
に
臍
帯
（
お
へ
そ
）
か
ら

細
菌
感
染
し
、
化
膿
、
腫
脹
、
悪
臭
を
発

し
ま
す
。

　

2
つ
め
は
、『
臍
ヘ
ル
ニ
ア
』
で
、
臍

輪
（
お
へ
そ
の
穴
）
に
腸
や
胃
の
周
り
の

膜
な
ど
が
入
り
込
む
も
の
で
す
。
先
天
的

に
臍
輪
の
大
き
な
も
の
と
、
臍
帯
炎
に

よ
っ
て
拡
張
し
た
2
次
的
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
し
た
ら
、

場
合
に
よ
っ
て
は
外
科
的
治
療
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
早
急
に
担
当
獣
医
師
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

初
乳
を
の
ま
な
い

　

難
産
で
生
ま
れ
て
き
た
場
合
、
子
牛
の

吸
飲
力
が
な
か
っ
た
り
、
飲
む
の
を
嫌
が
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び
ほ
く
地
区
女
性
部
研
修
会
・
交
流
会

　

10
月
２
日
、「
び
ほ
く
地
区
女
性
部
研

修
会
・
交
流
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
北
房
ほ
た
る
庵
の
密
に
な
ら
な

い
よ
う
に
三
方
を
開
け
放
っ
た
部
屋
で
、

生
乳
課
の
松
下
調
査
役
を
講
師
と
し
て

「
牛
乳
の
風
味
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
今

年
の
４
月
か
ら
乳
質
の
検
査
結
果
の
数
値

に
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
も
な
り
、
近
年
注

目
さ
れ
て
い
る
『
風
味
』
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
交
流
会
を
ス
タ
ー
ト
。
久
し

ぶ
り
の
集
ま
り
な
の
で
、
近
況
報
告
な
ど

の
情
報
交
換
も
話
題
が
絶
え
ず
、
笑
い
声

の
多
い
、
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
場
所
を
移
動
し
、
秋
晴
れ
の
空
の

下
、
ぶ
ど
う
狩
り
を
行
い
ま
し
た
。
木
に

実
っ
て
い
る
紫
や
緑
の
美
し
い
ぶ
ど
う
を

一
人
何
房
も
収
穫
さ
せ
て
も
ら
い
、
皆
さ

ん
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
研
修
会
・
交
流
会
の
開
催
に

あ
た
り
ま
し
て
、
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
全
て
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
び
ほ
く
事
務
所
）

「牛乳の風味について」研修中

秋晴れの空の下、ぶどう狩り

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
胃
の
中
に

羊
水
が
た
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
強
制
的
に
飲
ま
せ
て
も
、
抗
体
吸
収

の
低
下
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
、
清
潔
な
環
境
で
子
牛
の
体
を
拭
く

こ
と
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
効
果
で
胃
腸
の

動
き
が
活
発
化
し
て
貯
留
し
た
羊
水
を
拡

散
さ
せ
、
ま
た
、
呼
吸
と
血
液
循
環
を
促

進
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
飲
み

が
悪
く
て
も
根
気
強
く
数
回
に
分
け
て
、

必
要
量
は
給
与
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
し

て
も
飲
ま
な
い
場
合
は
、
食
道
カ
テ
ー
テ

ル
（
ス
ト
マ
ッ
ク
チ
ュ
ー
ブ
）
を
使
用
し

て
強
制
的
に
給
与
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
誤
っ
て
肺
へ
入
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
細
心
の
注
意
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

全酪連・酪農セミナー

外観

ゲルフ大学：出生子牛の活力評価シート
年　　月　　日日付 ♂　／　♀性別 子牛 ID

出生後経過時間 時間 記入者

分娩状況 補助無 立会い無 軽い牽引 強い牽引 帝王切開

正常：
汚れ無し

正常：
汚れ無し

中程度：
体全体に汚れ

重度：
完全に汚れ

正常：
（腫れ無し・舌出さず）

舌を出している
しかし腫れ無し

舌を出している
そして腫れている

頭部と舌が腫れて
舌を出している

※本資料は著作者の許可を得て作成しました 全酪連

17 未満＝不良（赤）
23－25=大変良い（青）
18－20=普通（黒）　
26－27=素晴らしい（緑）
21－22=良好（黄）

1 胎便の汚れ

2 舌／頭

3 子牛の活動状況

4 指への吸引反応

5 鼻腔にワラを入れた
際の反応（身震い）

6 舌をつまむ

8 粘膜の色調（血色）

9 心拍数／分

10呼吸数／分
（おおよその）

7 眼に触った際の
眼瞼反応

起立までの様子

スコア

以下の時間内に：
0～30分起立と歩行

30分～1時間半
起立しようとする

1時間半～3時間
胸をつけた状態

３時間以降
横臥、起立意思無し

一般的反応（傾向）

酸素状況（血色≒酸素飽和度）

バイタルサイン（心拍・呼吸など）

強い 中程度 弱い 無反応

明るいピンク 薄いピンク 暗い紫色 白／青

90-160回（正常） 160回以上（速迫／異状） 90回以下（遅い／停止）

40-70回（正常） 40回以下（遅い） 70回以上（速い）

頭を振る
元気良し 頭を振る 痙攣

たじろぐ 反応しない

活発に
舌を引っ込める

舌を引っ込め
ようとする

舌を
痙攣させる 反応しない

活発に瞬きし
眼を閉じる

瞬きが
ゆっくり 反応しない

●総活力スコア

●鎮痛剤投与の有無

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26

※心拍数：手を子牛の胸にあて、15秒間脈をとり、その値を４倍して求める

［追補資料］

3 2 1 0

3 2 1 0

3 2 1 0

3 2 1 0

3 2 1 0

3 2 1 0

3 2 1 0

2 1 0

2 1 0

2 1 0

＊Copy rights from University of Guelph and Boehringer Ingelheim (Canada) Ltd.

子牛用防寒ジャケット子牛用防寒ジャケット

全国酪農業協同組合連合会

ZENRAKUREN

全酪連の酪農・畜産用資材

モーベストを子牛に着せることによって、
寒冷ストレスを軽減し、子牛の健やかな成長を促しましょう。

M／L／LLサイズ

消化・吸収・機能性に優れた各種成分を配合しました！
良質な
初乳粉末 全卵粉末中鎖脂肪酸 ビタミン

ミネラル
乳酸菌

ビフィズス菌

初乳粉末製品

免疫グロブリン
70g／袋以上

含有

内容量 250g /袋5025 g
P R E M I U MP R E M I U M

全国酪農業協同組合連合会

ZENRAKUREN
全酪連の牛用混合飼料

GOOD
START
GOOD
START

和牛
にも！
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検
定
員
研
修
会
の
開
催

乳
和
食
料
理
講
習
会

　

10
月
５
日
、
９
日
両
日
、「
検
定
員
研

修
会
」
を
西
大
寺
事
務
所
と
本
所
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
中
国
生
乳
販
売
農
業
協
同
組

合
連
合
会
機
能
整
備
推
進
室
の
今
吉
室
長

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
検
定
成
績
表

の
見
方
や
注
意
点
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（
要
点
）

・
繁
殖
情
報

Ｐ　

授
精
後
70
日
間
授
精
報
告
が
な
い

と
自
動
的
に
受
胎
と
判
断
さ
れ
る
た

　

10
月
５
日
、
岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研

究
協
議
会
津
山
支
部
（
略　

津
山
消
協
）

の
方
の
「
乳
和
食
料
理
講
習

会
」
が
津
山
市
川
崎
に
あ
る

津
山
東
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

毎
年
依
頼
が
あ
り
、
津
山

地
区
酪
農
女
性
部
の
方
と
一

緒
に
牛
乳
・
乳
製
品
を
使
っ

た
料
理
講
習
会
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
会
場
へ
の

入
室
人
数
が
制
限
さ
れ
、
津

山
消
協
の
方
だ
け
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

め
、
妊
娠
鑑
定
後
に
入
力
。

Ｎ　

空
胎
の
場
合
入
力
。

Ｃ　

繁
殖
に
適
さ
な
い
牛
に
入
力
し
な

い
と
平
均
値
に
影
響
。

・
乳
量

　

乳
量
計
を
垂
直
に
保
つ
よ
う
気
を
付

け
る
。

・
サ
ン
プ
リ
ン
グ

　

サ
ン
プ
リ
ン
グ
は
充
分
（
20
㎏
未
満

10
秒
、
20
㎏
以
上
15
秒
）
撹
拌
し
て
採

取
す
る
。
乳
脂
肪
率
に
影
響
。

・
乳
房
炎

　

細
菌
を
殺
菌
す
る
白
血
球
が
血
液
中

か
ら
乳
汁
中
に
移
動
し
、
白
血
球
の
比

率
が
高
く
な
る
。
主
に
増
加
す
る
の
は

好
中
球
。

　

搾
乳
中
に
空
気
を
吸
っ
て
し
ま
う
ラ

イ
ナ
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
ド
ロ
ッ
プ
レ
ッ

ツ
現
象
に
注
意
。

・
除
籍
の
理
由

　

病
名
・
分
類
ご
と
に
並
び
替
え
て
原

因
と
対
策
を
検
討
。

　

注
意
が
必
要
な
分
類
と
し
て
低
能
力

と
乳
用
売
却
。

　

低
能
力
と
は
、
低
乳
量
や
性
格
（
暴

れ
る
）
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

　

長
期
未
受
胎
で
低
乳
量
の
場
合
は
、

低
能
力
で
は
な
く
繁
殖
障
害
。

　

乳
用
売
却
と
は
、
売
却
先
で
の
搾
乳

を
希
望
す
る
も
の
で
、
肉
転
の
場
合

　

あ
ま
り
長
い
間
調
理
室
に
人
が
集
ま
る

の
は
で
き
な
い
の
で
、
調
理
時
間
が
短
い

は
、
乳
用
売
却
に
な
ら
な
い
。
肉
転
に

し
た
理
由
を
除
籍
理
由
に
、
繁
殖
障

害
、
乳
器
障
害
な
ど
。

・
Ｂ
Ｈ
Ｂ
（
β
ヒ
ド
ロ
キ
シ
酪
酸
）

　

臨
床
性
ケ
ト
ー
シ
ス
、
潜
在
性
ケ

ト
ー
シ
ス
の
指
標
。

　

０
・
13
ｍ
ｍ
ｏ
ｌ
以
上
は
注
意
。

・
Ｆ
Ｆ
Ａ
（
遊
離
脂
肪
酸
）

①
誘
導
型　

物
理
的
衝
撃
（
泡
立
ち
、

過
撹
拌
）
頻
搾
乳

②
自
発
型　

飼
料
不
足
（
栄
養
不
足
）

　

２
・
０
以
上
は
注
意
、
風
味
（
脂
肪

分
解
臭
）の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

な
お
、Ｂ
Ｈ
Ｂ
、Ｆ
Ｆ
Ａ
に
つ
い
て
は
、

牛
群
検
定
速
報
で
個
体
毎
の
数
値
を
ご
確

認
の
上
、
飼
養
管
理
の
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
ミ
ル
ク
メ
ー
タ
ー
洗
浄
時
に
は

必
ず
ア
ル
カ
リ
洗
剤
と
酸
性
洗
剤
の
両
方

で
順
に
洗
浄
し
て
い
た
だ
く
よ
う
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
忙
中
に

も
関
わ
ら
ず
講
師
と
し
て
お
越
し
い
た
だ

い
た
今
吉
室
長
に
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
こ
の
研
修
会
が
今
後
の
牛
群
検
定

の
参
考
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
研

修
会
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）

本所での検定員研修会のようす

ポテトサラダ作成中

82020.11月号 2020.11月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
説
明
会

　

10
月
８
日
、
中
国
四
国
酪
農
大
学
校
の

１
年
生
を
対
象
に
、「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の

仕
事
」に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
酪
大
を
卒
業
し
、
現
在
専
任

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
髙
田

碧
さ
ん
で
す
。
入
学
間
も
な
い
１
年
生
に

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
内
容
や
労
働
環

境
、
給
料
面
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
い
て
い
る

自
分
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
、良
い
面（
待

遇
！
）
や
悪
い
面
（
通
勤
が
遠
い
と
こ
ろ

が
あ
る
！
）
も
合
わ
せ
て
説
明
し
、「
将

来
就
農
を
目
指
す
に
し
て
も
実
家
の
牧
場

を
継
承
す
る
に
し
て
も
、
ヘ
ル
パ
ー
と
い

う
仕
事
で
人
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
い
ろ

い
ろ
な
農
家
を
見
て
勉
強
す
る
の
は
良
い

経
験
に
な
る
の
で
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た
い
。

自
分
は
就
職
先
と
し
て
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を

選
択
し
た
が
、
農
家
さ
ん
が
大
事
な
牛
と

い
う
財
産
を
任
せ
て
く
れ
、『
ま
た
お
願

い
し
ま
す
』
と
言
っ
て
く
れ
る
と
、
と
て

も
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
、「
農
家
さ
ん
に
は
ど
ん

な
設
備
が
あ
る
の
か
？
」「
学
生
時
代
に

は
ど
ん
な
牧
場
で
研
修
し
た
の
か
？
」
な

ど
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
酪
農
大
学
校
の
学
生
を
対

象
に
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
働
い
て
い
る
先
輩
の
話
を
聞
く
こ
と

で
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

い
、
採
用
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）

も
の
を
紹
介
し
ま
し
た
。
牛
乳
を
使
う
こ

と
に
よ
り
栄
養
が
補
え
、
美
味
し
く
減
塩

が
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
説
明
し
、
次
の

４
品
を
調
理
し
ま
し
た
。

①
さ
ん
ま
と
し
ょ
う
が
の
牛
乳
ご
は
ん

②
お
豆
腐
と
チ
ー
ズ
の
ね
ぎ
お
か
か
和
え

③
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ

④
減
塩
み
そ
汁

　

最
初
に
乳
和
食
の
基
本
で
あ
る「
乳
清
」

と
「
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
」
を
作
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

①
は
、
さ
ん
ま
の
蒲
焼
の
缶
詰
を
汁
ご

と
入
れ
、「
乳
清
」
と
お
水
で
ご
は
ん
を

炊
き
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
刻
み
ね
ぎ
と
「
カ
ッ

テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
」
を
の
せ
て
出
来
上
が
り

ま
す
。

　

②
は
、「
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
」
と
木

綿
豆
腐
を
少
し
の
ポ
ン
酢
し
ょ
う
ゆ
で
味

付
け
し
ま
す
。

　

③
は
、
じ
ゃ
が
い
も
と
に
ん
じ
ん
を
牛

乳
で
水
分
が
な
く
な
る
ま
で
煮
て
、
温
か

い
う
ち
に
す
し
酢
と
ス
ラ
イ
ス
し
た
き
ゅ

う
り
を
混
ぜ
ま
す（
塩
揉
み
は
し
な
い
）。

　

④
は
、
油
揚
げ
と
オ
ク
ラ
を
使
い
、
い

つ
も
の
半
分
の
味
噌
と
同
量
の
牛
乳
で
ミ

ル
ク
味
噌
を
作
り
、
鍋
に
入
れ
て
火
を
止

め
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
美
味
し
い
」

「
牛
乳
が
余
っ
た
と
き

に
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ

は
作
る
け
ど
、
乳
清
は

捨
て
て
い
た
。
こ
ん
な

使
い
方
が
あ
る
な
ん
て

知
ら
な
か
っ
た
」
と
好

評
で
し
た
。

　

今
後
も
季
節
や
参
加

者
の
年
齢
に
合
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
で
牛
乳
料
理
を

Ｐ
Ｒ
し
、
牛
乳
の
消
費

拡
大
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
レ
シ

ピ
等
は
生
乳
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

（
生
乳
課
）

酪農ヘルパーの仕事について話しをする髙田さん（中央）と酪大生の皆さん

短時間で完成した乳和食メニュー
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編
集
者
のつ

ぶ
や
き

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
が
や
っ
て
き
た
！

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ　

月
～
金　

18
時
50
分
よ
り
）

　

10
月
12
日
の
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
の

担
い
手
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
、
勝
央
町
の
宮

野
晃
好
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

晃
好
さ
ん
は
、
幼
い
時
か
ら
牛
の
そ
ば

で
育
っ
て
き
た
の
で
、
後
を
継
ご
う
と
中

四
国
酪
農
大
学
校
に
進
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
奥
さ
ん
の
明
恵
さ
ん
も
、
高
校
生
の

時
か
ら
、
酪
農
の
勉
強
を
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
頃
か
ら
夢
は
酪
農
家
の
お
嫁

さ
ん
に
な
る
こ
と
！
と
家
族
や
友
達
に
宣

言
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
お
二
人
は
中
国

四
国
酪
農
大
学
校
で
出
会
い
卒
業
後
す
ぐ

に
結
婚
さ
れ
、
現
在
４
代
目
と
し
て
ご
夫

婦
で
支
え
あ
っ
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

以
前
は
乳
牛
の
飼
育
の
み
で
し
た
が
、

お
二
人
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
乳
牛
の
育

成
や
和
牛
の
飼
育
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
受
精
卵
移
植
に
も
成
功

し
、
２
頭
が
元
気
よ
く
育
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
共
進

会
に
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。
出

品
す
る
こ
と
で
次
の
課
題
を
見

つ
け
、
い
い
乳
牛
を
育
て
る
や

り
が
い
に
も
つ
な
が
る
と
話

さ
れ
ま
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
相
次
い
で
共
進
会
が
中

止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
出
す
予
定
だ
っ
た
牛
に
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
こ

の
ま
ま
の
体
格
を
維
持
し
、
来

年
出
品
し
た
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
「
や
っ
ぱ
り
、
牛
が

健
康
で
長
生
き
し
て
く
れ
る
よ

う
な
牧
場
に
し
た
い
な
あ
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
奥

さ
ん
と
時
に
意
見
が
ぶ
つ
か
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
目
指
す
と
こ

ろ
は
二
人
と
も
同
じ
。
牛
た
ち
が
過
ご
し

や
す
い
思
い
や
り
の
あ
る
牧
場
経
営
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
二
人
仲

良
く
頑
張
っ
て
末
永
く
続
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
番
組
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
の
ダ
ン
ス
を
放
映

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
Ｊ
Ａ
の
各
支
所

職
員
や
取
材
し
た
方
に
も
踊
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
宮
野
さ
ん
ご
夫
婦
に
も

踊
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
模
様
は
13
日
に

放
送
さ
れ
ま
し
た
。
お
か
ら
く
も
部
署
単

位
で
踊
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
集
ま
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
番
組
取
材
と
合
わ
せ
て
皆
さ

ん
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
曜
日
に
よ
り
テ
ー
マ
を
決

め
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

・
月
曜
日　

担
い
手
・
Ｊ
Ａ
職
員
紹
介

・
火
曜
日　

農
畜
産
物
の
紹
介

・
水
曜
日　

火
曜
日
に
紹
介
し
た
農
畜
産

物
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介

・
木
曜
日　

Ｊ
Ａ
活
動
紹
介

・
金
曜
日　

イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

18
時
50
分
か
ら
の
放
送
に
な
り
ま
す
。

搾
乳
等
お
忙
し
い
時
間
帯
の
放
送
に
な
り

ま
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
と
き
は
ぜ
ひ
観

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
材
に
も
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
生
乳
課
）

　

ぽ
っ
か
り
と
紙
面
が
空
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

ま
た
も
や
、「
つ
ぶ
や
き
」
の
出
番
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
付
き
合
い
く
だ

さ
い
。

　

早
や
、
11
月
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も

残
り
２
か
月
、
つ
い
こ
の
間
、「
子
年
が

良
い
１
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
、
組

合
だ
よ
り
に
書
い
た
と
思
っ
た
の
に
…
。

１
年
が
早
い
で
す
。

　

２
０
２
０
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
真
っ
只

中
。
そ
れ
で
も
世
の
中
は
、
Ｇ
ｏ　

Ｔ
ｏ

　

ト
ラ
ベ
ル
・
Ｇ
ｏ　

Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
・
Ｇ

ｏ　

Ｔ
ｏ
イ
ベ
ン
ト
と
、
日
々
、
目
ま
ぐ

る
し
く
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
然

に
目
を
向
け
る
と
、実
り
の
秋
か
ら
、木
々

が
紅
葉
し
、
き
れ
い
な
景
色
で
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

を
気
に
か
け
な
い
日
々
が
訪
れ
、「
あ
ん

な
時
が
あ
っ
た
ね
」
と
、
話
せ
る
よ
う
に

切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
牛
歩
の
ご
と
く
、

一
歩
一
歩
、
良
い
年
へ
向
か
っ
て
。

　

つ
い
最
近
、
通
勤
途
中
の
カ
ー
ラ
ジ
オ

か
ら
流
れ
る
あ
る
銀
行
の
頭
取
の
方
の
言

葉
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。「
仕
事
に
対

し
、
揺
る
ぎ
な
い
信
念
と
し
な
や
か
な
感

性
で
、
役
職
員
一
同
、
地
域
に
貢
献
い
た

し
ま
す
」
こ
の
よ
う
な
言
葉
で
し
た
。
私

も
酪
農
協
職
員
と
し
て
の
ゴ
ー
ル
ま
で
、

そ
う
い
う
思
い
で
仕
事
を
し
た
い
な
と
思

う
こ
の
頃
で
す
。

（
Ｎ
）

インタビューを受ける宮野さんご夫婦
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事

報

理

会

告

　

令
和
２
年
９
月
30
日
、
第
２
３
７
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

岡
田
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
２
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

　

令
和
２
年
度
８
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

○
出
資
減
口
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

酪
農
中
止
者
に
よ
る
減
資
申
し
込
み
が

２
件
あ
り
、
や
む
な
く
出
資
減
口
の
申
し

込
み
を
承
認
し
た
。

○
全
戸
巡
回
意
見
へ
の
回
答
に
つ
い
て

　

８
月
に
実
施
し
た
全
戸
巡
回
で
の
意
見

及
び
回
答
案
に
つ
い
て
協
議
し
、
各
部
署

の
回
答
を
承
認
し
た
。
な
お
、
理
事
会
へ

の
意
見
の
回
答
案
は
来
月
の
理
事
会
へ
提

出
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
酪
農
業
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に
つ
い

て

　

生
乳
事
故
多
発
に
よ
り
、
掛
金
が
大
幅

に
増
額
さ
れ
る
が
、
保
険
期
間
の
満
了
に

伴
い
、
継
続
加
入
を
承
認
し
た
。

○
未
収
利
息
の
免
除
に
つ
い
て

　

公
共
団
体
等
の
未
収
利
息
免
除
を
協
議

し
、
承
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
の
日
程
に
つ
い
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
会
用
動
画
紹

介
に
つ
い
て
、
酪
農
全
国
基
礎
調
査
実
施

に
つ
い
て
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
改
正

に
つ
い
て
、
和
牛
子
牛
集
荷
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

●

●

●

ひ

ろ

ば

　

今
回
は
、
井
原
市
の
朝
倉
正
治
さ
ん

の
趣
味
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形

式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
：
朝
倉
さ
ん
が
今
夢
中
に
な
っ
て
い

る
趣
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：「
車
」
で
す
。

Ｑ
：
車
に
夢
中
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ
：
速
い
乗
り
物
に
乗
り
た
く
て
…
。

元
々
は
バ
イ
ク
で
レ
ー
ス
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
バ
イ
ク
の
次
に
乗
る

な
ら
、
車
だ
‼
と
思
っ
て
い
た
ら
ハ

マ
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
：
今
、乗
っ
て
い
る
車
は
何
で
す
か
？

Ａ
：
Ｒ
34　

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
Ｇ
Ｔ
─
Ｒ

で
す
。
他
に
も
Ｒ
32
と
Ｒ
33
（
友
人

預
か
り
）
も
所
有
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
な
ぜ
こ
の
車
を
選
ん
だ
の
で
す
か
？

Ａ
：
見
た
目
が
か
っ
こ
い
い
し
、
速
く

走
れ
る
車
が
良
か
っ
た
の
で
。（
時

速
３
０
０
㎞
も
出
る
の
だ
と
か
⁉
）

Ｑ
：
Ｇ
Ｔ
─
Ｒ
で
は
レ
ー
ス
に
参
加
し

て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ
：
就
農
前
は
Ｔ
Ｉ
サ
ー
キ
ッ
ト（
現
：

岡
山
国
際
サ
ー
キ
ッ
ト
）
の
走
行
会

な
ど
に
も
よ
く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
：
Ｇ
Ｔ
─
Ｒ
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
何
か
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
か
？

Ａ
：
私
の
自
宅
は
真
備
町
で
、
２
年
前

の
西
日
本
豪
雨
で
自
宅
が
半
壊
す
る

被
害
に
逢
い
ま
し
た
。
Ｇ
Ｔ
─
Ｒ
は

３
台
と
も
近
く
の
車
屋
に
預
け
て
い

た
の
で
す
が
、
そ
こ
の
車
屋
も
被
災

し
、
水
浸
し
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
車
屋
の
オ
ー
ナ
ー

が
、
朝
倉
さ
ん
が
大
事
に
し
て
い
る

車
だ
け
は
守
ら
ね
ば
‼
と
移
動
し
て

く
れ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
は
本

当
に
感
動
し
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
愛
車
を
大
切

に
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
家
族
を
大
切

に
し
（
笑
）、
日
々
の
仕
事
に
精
進
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
趣
味

　
（
南
支
所　

備
南
事
務
所

朝
倉　

正
治
）

人　
　

事

退　

職
（
令
和
２
年
10
月
31
日
付
）

　

中
川　

永
盛
（
臨
時
）（
南
支
所

西
大
寺
事
務
所
）

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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生乳販売量（令和２年度）
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お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

４～９

４～９

全 国

岡山県

北海道

月

９

９

９

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５６０,１７８
３,５５７,０９７

７,６８１
４９,２１４
３２４,９１５

,

３２８,９２０
１,９１０,９６６

７,５６７
４７,５３８
１０２,６３４

９７,１０３
８２５,７０５

３８
１,１３０
９２,５９０

１３４,１５５
８２０,４２４

７６
５４５

１３６,３５０

101.4 
101.6 
107.2 
110.7 
102.4 

101.9 
101.1 
108.2 
111.2 
106.6 

105.0 
109.4 
46.3 
104.2 
105.1 

97.4 
95.5 
82.6 
84.4 
100.0 

5,423

5,3067,702

7,177

　

10
月
に
つ
い
て
は
、
冬
分
娩
に
対
し
て
導
入
需
要
が
増
加
す
る
中
、
出
回
り
頭
数
は

小
幅
な
増
加
に
留
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
均
価
格
は
72
万
８
千
円
（
前
月
比
４
万
２
千

円
高
）
と
相
場
は
強
含
み
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
つ
い
て
は
、
下
牧
に
よ
り
出
回
り
頭
数
は
増
加
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
分

娩
時
期
は
１
月
以
降
が
中
心
と
な
り
堅
調
な
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
相
場
は

持
ち
合
い
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

１１月の主な行事

４日　定例監事監査（～5日）

６日　酪農事故防止研修会

14日　牛乳・乳製品利用料理コンクール

中国大会（岡山市）

24日　管理職会議

　　　酪政連美作支部議員要請活動

26日　中国Ｂ＆Ｗ会長・事務局長会議

12月

２日　理事会

122020.11月号 2020.11月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号


